
 
 

今
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
防
止
の

た
め
、
現
在
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至
る
ま
で
、
祭
礼
の
中
止
や
町

内
へ
の
神
輿
お
披
露
目
巡
行
の

み
が
行
な
わ
れ
た
り
し
た
▼
ス

ポ
ー
ツ
関
連
に
し
て
も
、
楽
器

で
の
応
援
、
大
き
な
声
だ
し
の

自
粛
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
数
年
さ
み
し
い
ば
か
り
だ

▼
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
現
役
を
引

退
す
る
選
手
が
増
え
、
４
５
歳

の
中
日
ド
ラ
コ
ン
ズ
の
福
留
孝

介
外
野
手
が
今
期
限
り
で
引
退

す
る
。
日
米
通
算
２
４
年
間
、

中
日
・
カ
ブ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
・

阪
神
・
中
日
で
プ
レ
ー
を
続
け
、

周
り
の
仲
間
に
は
多
く
の
Ｐ
Ｌ

学
園
出
身
の
先
輩
後
輩
が
い
る

▼
引
退
試
合
が
バ
ン
テ
リ
ン
ド

ー
ム
で
の
巨
人
戦
と
い
う
こ
と

で
、
最
後
ま
で
試
合
を
観
て
い

た
▼
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ナ
イ
ン
か
ら
の
胴
上
げ
で
背
番

号
と
同
じ
９
回
宙
に
舞
っ
た
。

写
真
撮
影
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
も
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
を
一
周

し
フ
ァ
ン
に
最
後
の
別
れ
を
お

こ
な
っ
た
。
鉄
仮
面
福
留
孝
介

は
、
泣
い
た
。 

 
 
 
 

（
Ｋ
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第
11
回
女
性
部
大
会
が
９
月

24

日
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
リ
モ
ー
ト
併
用
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
が
落
ち
着
い
た
中
、
常
任
委

員
と
在
京
の
代
議
員
中
心
に
会

場
に
も
集
い
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
も
参
加
し
た
全
員
に
職

場
状
況
を
聞
き
、
問
題
点
や
困

っ
て
い
る
事
に
対
し
て
解
決
方

法
を
出
し
合
い
活
発
な
討
論
が

さ
れ
ま
し
た
。「
生
理
休
暇
」
に

つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
組

み
と
本
社
交
渉
を
「
力
」
に
職

場
で
広
め
て
い
る
活
動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

 

有
村
女
性
部
長
か
ら
、
病
気

休
暇
の
条
件
変
更
と
「
生
理
休

暇
」
の
無
給
化
に
つ
い
て
の
本

社
交
渉
の
経
過
が
報
告
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
生
理
休
暇
が
取
り
づ

ら
い
状
況
等
が
あ
る
が
、「
生
理

に
よ
る
体
調
不
良
へ
配
慮
す

る
」
と
の
回
答
を
引
き
出
せ
た
、

こ
れ
か
ら
も
女
性
の
声
を
会
社

に
届
け
、
改
善
さ
せ
て
行
く
た

め
に
更
に
交
渉
し
て
行
く
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
１
５
日
「
す
べ
て
の
争
議

の
全
面
解
決
を
！
裁
判
所
、
労

働
委
員
会
は
公
平
な
判
断
を
お

こ
な
え
！
不
当
解
雇
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
許
さ
な
い
！
憲
法
を

職
場
と
く
ら

し
に
活

か
そ

う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
３

７
年
に
及
ぶ
長
期
争
議
を
た
た

か
っ
て
い
る
明
治
乳
業
争
議
団

を
は
じ
め
１
４
労
組
の
争
議
解

決
を
め
ざ
し
支
援
総
行
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
日
行
動
最
後
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
本

社
前
で
は
、
田
中
地
本
委
員
長

が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。「
２
０
条
裁
判
の
最

高
裁
判
決
に
背
を
向
け
る
〝
労

働
条
件
の
見
直
し
〟
案
の
本
社

提
に
対
し
、
改
悪
案
を
押
し
返

す
た
め
都
内
２
０
局
で
宣
伝
行

動
を
と
り
く
み
、
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
社
員
の
有
給
の
病
気
休
暇
の

取
得
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。
ま
た
、
郵

便
土
曜
休
配
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
各
種
手
数
料
の
大
幅
な
値
上

げ
な
ど
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
て
い
る
」
と
報
告

し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
を
は

じ
め
す
べ
て
の
争
議
解
決
に
向

け
引
き
続
き
連
帯
、
支
援
し
て

い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

争
議
団
特
別
決
議

が
満
場
一
致
で
採

択
。 

 

９月２３日に東京地評の第２１回定期大

会が、すみだリバーサイドホールにおいてオ

ンライン併用で行われました。 

冒頭、荻原議長は「この１年コロナ感染防

止に努めながら慎重に運動を進めてきた。岸

田内閣は国民犠牲をいっそう進めている。統

一協会と自民党の関係、安倍元首相の国葬の

強行実施、物価高騰等、人々の怒りが沸騰し

ている。非正規社員の時給１５００円の実

現、積極的なアプローチ、身近な相談活動を

強め、労働運動の共同共闘を進めていく」と

挨拶しました。 

質疑討論では 18 名代議員が発言し、２３

春闘での賃上げ、ジェンダー平等、ＩＬＯ条

約批准、外国人の人権向上のなどの取り組み

の報告、意見がだされました。その後、２０

２３年度の運動方針案を全会一致で可決成

立、大会は終了しました。 
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安
部
の
国
葬
開
始
と
同
時
刻

の
午
後
二
時
開
始
の
国
会
正
門

前
行
動
に
は
、
続
々
と
人
々
が

集
ま
り
だ
し
、
一
時
三
〇
分
頃

に
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
状
態

に
。
長
野
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の

女
性
は
朝
６
時
に
家
を
出
た
と 

 
 
 

私
た
ち
の
横
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
て
い
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
の
菱
山
奈
帆
子

さ
ん
の
怒
り
を
込
め
た
コ
ー
ル

で
行
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

元
法
政
大
学
総
長
の
田
中

優
子
さ
ん
は
「
民
主
主
義
と
人

権
は
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て

実
現
す
る
。
大
日
本
帝
国
の
遺

物
で
あ
る
国
葬
は
国
会
軽
視
、

国
民
無
視
、
民
主
主
義
の
破

壊
。
安
倍
政
権
に
権
威
を
与
え

る
こ
と
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の

道
。
そ
れ
を
許
さ
な
い
闘
い
は

今
か
ら
始
ま
る
。
不
断
の
努
力

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

在
日
ビ
ル
マ
労
働
組
合
連

合
会
会
長
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

民
を
２
３
０
０
人
殺
し
て
い
る

軍
の
代
表
者
を
国
葬
に
参
加
さ

せ
る
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。
小
室
等
・
こ

む
ろ
ゆ
い
さ
ん
の
演
奏
を
挟
み

な
が
ら
、
参
加
者
た
ち
は
最
後

ま
で
怒
り
の
声
を
上
げ
続
け
ま

し
た
。 

 

今
後
は
、
国
葬
や
安
部
が
進

め
て
き
た
政
策
、
安
部
、
自
民

党
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
検

証
が
重
要
な
課
題
に
な
り
ま

す
。 
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当
面
の
行
動
日
程 

１
０
月
１
日
（
土
） 

第
１
回
支
部
長 

 
 
 

（
支
部
代
表
者
）
会
議 

（
東
部
区
民
事
務
所
） 

３
日
（
月
）
臨
時
国
会
開
幕 

議
員
会
館
前
昼
行
動 

６
日
（
木
） 

第
２
回
地
本
執
行
委
員
会 

１
０
日
（
月
）・
１
１
日
（
火
）

全
国
全
労
協
大
会
（
大
田

産
業
プ
ラ
ザ
） 

１
５
日
（
土
）
１
６
日
（
日
）

日
本
母
親
大
会 

２
０
日
（
木
）
労
契
法
２
０
条 

集
団
訴
訟 

（
東
京
地
裁

５
１
０
）
１
０
時
２
０
分 

２
２
日
（
土
）・
２
３
日
（
日
）

み
ら
い
講
座
（
南
部
労
政
）

１
３
時
１
０
分 

２
６
日
（
水
）
東
京
総
行
動 

 

９
月
１
９
日
「
さ
よ
な
ら
戦

争
、
さ
よ
な
ら
原
発
９
・
１
９

大
集
会
」
が
代
々
木
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
強
い
雨
の
中
、

１
万
３
千
人
が
参
加
。
７
年
前

の
こ
の
日
に
、
安
保
関
連
法
が

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
集
会 

 
 

治
を
私
物
化
し
、
そ
の
疑
惑
が

未
解
明
の
ま
ま
国
民
の
税
金

で
国
葬
す
る
の
は
お
か
し
い

と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
集
会
後
、
デ
モ
行
進
し
て

訴
え
ま
し
た
。 

 

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、「
安
倍
元

首
相
国
葬
反
対
！
改
憲
発
議
と

大
軍
拡
や
め
ろ
！
」。 

主
催
者
挨
拶
で
、
総
が
か
り

実
行
委
員
会
、
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
の
小
田
川
義
和
さ
ん
は
、

国
葬
の
閣
議
決
定
働
、
防
衛
費 

増
額
な
ど
に
よ
り
支
持
率
の
急

落
が
止
ま
ら
ず
、「
国
民
の
声
を

聞
か
な
い
」
岸
田
政
権
Ｎ
Ｏ
！

の
声
を
上
げ
て
い
こ
う
と
訴
え

ま
し
た
。 

立
憲
民
主
党
阿
部
知
子
さ

ん
、
日
本
共
産
党
志
位
和
夫
さ 

ん
、
社
民
党
福
島
み
ず
ほ
さ
ん

の
連
帯
の
挨
拶
、
沖
縄
の
風
伊

波
洋
一
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
が
市

民
を
怒
ら
せ
た
ら
ど
う
な
る
か

示
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
福
島

原
発
反
対
運
動
か
ら
は
汚
染
水

の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
東
海

村
の
反
対
運
動
か
ら
は
電
力
逼

迫
を
理
由
に
７
基
の
再
稼
働
の

政
府
決
定
を
批
判
、
沖
縄
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
の
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
再
選
の
報
告
、
法
律

家
６
団
体
か
ら
は
改
憲
批
判
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
「
国
葬
反
対
」
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
し
た
参
加

者
も
多
数
。
安
倍
元
首
相
は
安

保
関
連
法
の
成
立
を
強
行
し
、

も
り
か
け
桜
を
見
る
会
な
ど
政 

 

ここから 

ホーム 
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岸
田
首
相
は
安
部
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
、
多
く
の
人
々

の
反
対
の
声
を
押
し
切
っ
て
、
強
行
開
催
し
ま
し
た
。
国

会
正
門
前
に
は
一
万
五
千
人
の
市
民
・
労
働
者
が
「
国
葬

や
め
ろ
」「
憲
法
を
守
れ
」「
民
主
主
義
の
破
壊
だ
」
の
声

を
上
げ
ま
し
た
。 

 

 カルト集団の文章に「信者への献金・勧

誘はあくまでも信者本人の信仰に基づく自

主性及び自由意思を尊重し、信者の経済状

態に比して過度な献金とならないよう、十

分配慮しなければならない」（「２００９年

コンプライアンス宣言時からの指導の徹

底」からの抜粋）とある。勿論、「ノルマ」

もないと言っている。 

カルト集団と日本○○株式会社 

｢信者｣を｢社員｣に、｢献金｣を｢営業」に置き

換えると、日本○○株式会社を想起させる。

因みに、｢信仰｣は「自己責任」か。 

 これは私の思い過ごしだろうか。趣旨が

違うのは承知の上だが。しかし、自死や生

活破壊に追い込んでいるのも事実だ。 


